
　JTEKT ENGINEERING JOURNAL編集委員会

　委　員　長　中田竜二

　委　　　員 木本正巳 永野浩司 仲　正美

 村越　豊 大野　峻 江本憲幸

 森　達規 深尾　正 梅川貴弘

 松山博樹 清水要祐 長瀬真也

 多田典広 中島卓也

　事　務　局 岡崎秀峰 中野　淳 奥村朋子

 榎　俊光 稲田　豊 野口絵里加

　発　行　人　  松　本　　巧

　編　集　人　  JTEKT ENGINEERING JOURNAL編集委員会

　発　行　所　  株式会社ジェイテクト

　　　　　　　  〒634-8555　奈良県橿原市十市町333番地

　　　　　　　　　　  Tel 0744（29）7040

　　　　　　　　　　  Fax 0744（29）7049

　印刷・製本 デジタル総合印刷株式会社

 〒546-0002  大阪府大阪市東住吉区杭全

２丁目10番１号

　　　　　　　　　　　　　　　　　 No.1019（2022）
発行　2022 年 10 月

JTEKT ENGINEERING JOURNAL

© COPYRIGHT 2022 BY JTEKT CORPORATION

表紙説明「イグアスの滝」

イグアスの滝は，北米のナイアガラの滝，アフリカのヴィクトリアの滝と並ぶ世界三

大瀑布の一つである．大小 275もの滝が連なっており，滝幅は約 4kmもあり世界最長．
滝とその周辺の 2 256m2はイグアス国立公園に指定され，1984年にアルゼンチンが，
1986年にはブラジル側もあわせて世界遺産に登録されている．イグアスとは，先住民族
のグアラニー語で“Igu”は水を“Açu”は壮大なものへの驚嘆の意を示す．その名の
由来通り，毎秒 6 500トンもの水が流れる．
この水の流れを世界動向の流れに見立て，技術力でこの激流に挑み，立ち向かうイメ

ージを表紙で表した．
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自動車関連技術特集

未来に向かい、激流に立ち向かうことで次なる進化を目指す

Beijing View Stock Photo/アフロ

編集後記

今の部署に異動になり，4月から JTEKT ENGINEERING JOURNAL（JEJ）の事務局を担当するこ
とになりました．これまでも自動車事業本部の編集委員として JEJ に携わってきましたが，より全体
を広く見ることが必要な立場になったことから，これまで以上に JEJ を読まれる方が喜んでいただけ
るよう尽力いたします．また今回の自動車特集号においては，電動化や自動運転など，いろいろな場
面でジェイテクトの技術が貢献していることをお伝えできればと思います．今後もより良い技報を提
供できるよう，取り組んでいきたいと思います． （榎）

自動車業界が 100 年に一度の大変革期といわれて久しいですが，今回編集委員として携わりました
製品紹介では，自動車はもとより古よりさまざまな分野で縁の下の力持ちとして重用されている油圧
ポンプと，カーボンニュートラル実現に向けた重要技術を担う高圧水素対応製品を担当し，大変革期
にふさわしい製品紹介になったと感じています．今回の自動車特集号を通じて，読み手の皆様に自動
運転や電動化などの未来を感じていただけることを願うとともに，私自身も大変革期に取り残されな
いよう日々研鑽し，ジェイテクトの発展とともに成長し続けたいと思っています． （江本）

2020 年から断続的に蔓延しているコロナ禍の波は，私たちの働く環境を大きく変えました．その中
で，中止・延期を繰り返してきた発表会や展示会などのイベントも，さまざまな感染防止アイデアと
ともに徐々に開催されるようになってきました．技術的にも，カーボンニュートラル，電動化，自動
運転といった新たなニーズにこたえるために，さまざまな開発が急ピッチで進められています．こう
いった環境の変化は，新しいアイデアを生み出す良い機会であるとポジティブにとらえ，2030 年以降
の新たなる社会にも強く貢献できるような体質づくりが必要だと考えています． （木本）

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．


